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 micro:bit（マイクロビット） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 タブレットから micro:bit をプログラミングする 

 micro:bit アプリを立ち上げる 

 

 

 

 

 

(1) micro:bit とタブレットのペアリング（Choose micro:bit） 

① micro:bit の３つのボタン（A、B、Reset）を同時に押し、Reset ボタンだけ離す  

A と B は Bluetooth マークが LED の画面に出るまで押し続ける。 

② micro:bit の LED に固有のパターン（ID のようなもの）が表示されたら、 

そのパターンをタブレットに入力する（注意：ドットを消すときは 1-2 つ下をタップすると消える） 

③ micro:bit の A ボタンを押す 

④ micro:bit と iPad をペアリング ※ ペアリングが切れていたら、再度①の 3 つのボタンを押すとよい 

保存されたプログラムを開く（Flash） 

① 保存されたプログラムを選ぶ 

② 点線をタップして保存されたプログラムを開く 

⇒ (3) のプログラムの編集もしくはダウンロードへ 

※ ここで水色の Flash を選ぶと内容を確認せずにダウンロードできる  

(2) Flash 保存されたプログラムを開く 

(1) Choose micro:bit  

micro:bit とタブレットのペアリング 

(3) CreateCode プログラムをつくる 

① 

② 

電気の利用 micro:bit でプログラミングに挑戦しよう！（iPad） 

端子（たんし） ・P0～P2：命令を入力したり、出力したりする。 
 ・３V：電池のプラスと同じ。３V（乾電池 2 個）の電源をつなぐことができる。 
 ・GND：電池のマイナスと同じ。注意：３V 以上の電圧を入れたらこわれる！ 

表面 

光センサ 兼 表示用 LED 

・0～255 で明るさを計測 

A、B ボタン 
裏面 Reset ボタン 

プロセッサ 

温度センサ 

地磁気センサ 

加速度センサ 
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(2) プログラムをつくる（CreateCode） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まわりの明るさを数値で表示するプログラムをつくろう 

(1) アプリを開く (2) Choose micro:bit でペアリング (3) CreateCode でプログラミング 

   

(4) プログラミング画面 (5) プログラムを作成する (6) のプログラム部分を拡大 

  

 

(7) シュミレータで確認 (8) micro:bit 本体の３つのボタン（A,B, 

Reset）を同時に押し、 マークが画面に

出るまで押し続ける(再ペアリング) 

(9) プログラムのダウンロードを行

う ※ペアリングが切れている場合

は(8)を再度行う 

  

 

 

ツールボックス 

シミュレータ 

ダウンロード 
micro:bit へ書き込み 

メニューに戻る 


